
令和５年度（202３）　看護職員教育プログラム一覧表 2023.3.8

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

★目標設定 ★中間評価 ★年度末評価

オリエンテーショ
ン

酸素療法
吸引
急変時BLS

褥瘡ケア
感染管理・ドレー
ン排液

地域包括ケア・当
院の役割

医療安全に関す
る個別実践点検

救命救急処置技
術
輸血療法と看護

人工呼吸器の管
理

医療安全フォ
ローアップ

一年間の振り返り

公務員研修
（2日間 口腔ケア

心電図の基礎 転倒転落予防
多重課題シミュ
レーション

フィジカルアセス
メント　事例をもと
に考える

基幹災害拠点病
院の機能と役割
の理解

薬剤の管理，安
全使用の個別実
践点検

看護記録の基礎
危険予知

リフレッシュ研修
(3か月）

フォローアップ研
修（6か月）

1年間の振り返り
研修

オリエンテーショ
ン（必要時，新人
研修受講可）

公務員研修
（2日間）

急変時の看護
ICLS（A班）

急変時の看護
ICLS（B班）

メンバーシップ研
修

事例検討のまと
め方

134　看護職の倫
理綱領と看護教
務基準

災害看護①

クリニカルラダー
Ⅰ承認会の説明

シリーズ① シリーズ② シリーズ③ シリーズ④ シリーズ⑤ シリーズ⑥ シリーズ⑦

フィジカルアセス
メント（Ⅲ）

①酸素療法（非
挿管者）

②人工呼吸器 ③人工呼吸器 ④人工呼吸器

心不全のアセス
メント

救命救急場面に
おけるリーダー
シップ

中級編①②③ 中級編④⑤⑥

上級編①② 上級編③④ 上級編⑤⑥ 上級編⑦選択A 上級編選択B,C 上級編⑧

小児のフィジカル
アセスメント

小児救急時の対
応

小児看護の倫理 小児の在宅支援 生殖医療看護
児童虐待につい
て

基幹災害拠点病
院の機能と役割
の理解(新規採用
者研修）

災害看護研修
②CSCATTT
【Ⅱ】

災害看護研修
③院内災害対
応【Ⅲ】

災害看護研修
④
多数傷病者対
応【Ⅳ】【Ⅴ】

感染防止対策（基
礎）

器具関連感染症・
疾患

アウトブレイク時の
対応

自施設周辺の
地域包括ケアシ
ステムの理解
【Ⅲ】

地域で暮らす高
齢者を支える看
護職連携の実
際【Ⅳ】

複合的な問題を
抱えながら地域
で暮らす高齢者
を支える看護
職・多職種連携
【Ⅴ】

地域包括ケアシ
ステムを形成す
る施設・職種・制
度【Ⅱ】

地域および自組
織の課題をアセ
スメントし，解決
に向けた調整力
の育成M1【Ⅳ】

自部署や地域
における看護
ニーズの変化を
予測した看護管
理の実際M2
【Ⅴ】

ケアの受け手や
周囲の人々の意
思決定プロセス
とその理解【Ⅱ】

ケアの受け手の
意思決定におけ
る権利擁護【Ⅲ】

地域での療養生
活と看取りを実
現するための最
適な看護介入と
QOLの維持向
上【Ⅴ】

ケアの受け手の
自己決定を支え
る多職種の協
働・連携【Ⅳ】

認知症看護研修
①

認知症看護研修
②

看護共育研修①
プリセプターマイ
ンド
看護共育研修②

看護共育研修③ 看護共育研修④

■3年目事例発
表会5/29

■看護研究発
表会　10/21

看護記録研修① 看護記録研修② 看護記録研修③

医療安全　動画
で実践！みんな
で取りくむKYT!
【Ⅱ】

医療安全分析
RCA分析【Ⅳ】
【Ⅴ】

医療事故対応
【Ⅲ】

144　JNAラダーに
よる評価のポイント
と実際

110　看護チー
ムの業務のあり
方（基礎編）
【Ⅳ】

143　看護チー
ムの業務のあり
方（マネジメント
編）【Ⅴ】

採用時オリエン
テーション

医療制度/チー
ムの一員として/
守秘義務，等

感染予防，医療
安全

労働安全衛生/
接遇・マナー/倫
理　等

療養生活の援助
技術

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

看護補助者

認知症看護

看護共育

看護研究

看護記録

看護管理

看護管理者特別コースⅠ＜看護マネジメント　基礎・概論編　＞

がん看護

成育医療看護

災害看護

感染管理看護

地域包括ケア

看護倫理・
意思決定支援

クリティカルケア

研修分類 対象

レベルⅠ
（必須
研修）

新人

卒後
3年目

クリニカルラダーⅣ・Ⅴ承認会（５月～2月末　随時）

クリニカルラダーⅡ・Ⅲ承認会（５月～２月末　随時）
承認会

成育医療センター
新人ローテーション研修

新規
採用
既卒者

卒後
2年目

がん拠点病院に
ついて
看護過程のまと
め方
看護記録の監査
について

がんコミュニケーション研修

クリニカルラダーⅠ承認会（10月～1月末　随時）

４月 医療安全の基本，感染対策，看護倫理，薬剤の管理・安全使用，薬剤の管理・安全使用，がん拠点

病院の役割，重症度，医療・看護必要度，患者のアセスメント，シャドーイング，電子カルテ操作，注射，排

赤字は，必須研修　　【Ⅱ】：ラダーⅡ　　　【Ⅲ】：ラダーⅢ　　　【Ⅳ】：ラダーⅣ　　　【Ⅴ】：ラダーⅤ


